
目標 拡大 残数

勝　立 3 3

米生延命 3 1 2

船　津 4 4

松　原 2 1 1

白　光 4 4 ☆

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 2

歴木Ｂ 3 3

田　隈 5 5 ☆

橘 5 4 1

高　田 2 2 ☆

大　和 3 3

瀬　高 2 2

山　川 2 1 1

南　関 3 3

荒　尾 6 4 2

事業所 9 7 2

合　計 61 30 31

１
月
５
日
午
後
よ
り
オ

オ
ム
タ
ガ
ー
デ
ン
に
て
来

賓
12
名
を
含
め
、
各
分
会
、

シ
ニ
ア
友
の
会
、
青
年
部

か
ら
77
名
が
集
ま
り
、
２

０
１
８
年
福
岡
建
労
大
牟

田
支
部
の
新
春
旗
開
き
を

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
橘
分

会
の
田
上
秀
夫
さ
ん
に
よ

る
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
演
奏

で
お
出
迎
え
。
歓
談
中
も

す
ば
ら
し
い
音
色
が
会
場

に
響
き
ま
す
。

石
本
支
部
長
の
挨
拶
の

あ
と
は
、
来
賓
の
方
々
か

ら
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
国
会
議
員
の
方

も
来
賓
と
し
て
参
加
。
衆

議
院
の
田
村
貴
昭
議
員
か

ら
は
「
設
計
労
務
単
価
が

上
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
現
場
に
届
い
て
い
な
い
。

公
契
約
条
例
制
定
が
や
は

り
必
要
」
と
述
べ
ら
れ
、

参
議
院
の
野
田
国
義
議
員

か
ら
も
「
上
が
っ
た
単
価

が
労
働
者
に
届
く
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
く
」
と
。
参

議
院
の
仁
比
聡
平
議
員
か

ら
は
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
に

つ
い
て
、
「
連
続
で
国
の

責
任
が
認
め
ら
れ
る
判
決

が
出
て
い
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ま
だ
闘
う
姿
勢

を
見
せ
て
い
る
の
は
お
か

し
い
。
日
本
共
産
党
と
し

て
も
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ

て
対
応
し
て
い
く
。
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
他
の
来
賓
の

方
々
か
ら
も
共
に
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
激
励
が
あ
り

ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
原

告
団
か
ら
も
署
名
や
世
論

を
ひ
ろ
げ
る
運
動
へ
の
協

力
を
う
っ
た
え
、
各
分
会
、

シ
ニ
ア
友
の
会
、
青
年
部

か
ら
新
年
に
向
け
て
の
抱

負
と
春
の
月
間
の
決
意
表

明
が
あ
り
、
最
後
は
全
員

で
団
結
し
て
１
年
闘
っ
て

い
こ
う
と
声
を
あ
げ
ま
し

た
。
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▼
年
末
年
始
に
税
金
学

習
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
税
を
巡
る
情
勢

を
調
べ
る
た
び
に
、
腹

の
底
か
ら
憤
り
が
出
て

き
ま
す
。
消
費
税
が
導

入
さ
れ
て
国
民
か
ら
巻

き
上
げ
た
２
９
４
兆
円

（
２
０
１
５
年
度
ま
で
）
、

そ
の
大
部
分
２
６
２
兆

円
が
法
人
税
減
税
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
消

費
税
が
導
入
さ
れ
る
時

も
、
税
率
を
上
げ
る
時
も

「
将
来
の
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
た
め

に
」
で
し
た
。
そ
の
間
、

病
院
の
窓
口
負
担
は
１
割

か
ら
２
割
に
、
国
民
年
金

保
険
料
は
７
７
０
０
円
か

ら
１
６
４
９
０
円
に
、
年

金
の
支
給
年
齢
は
60
才
か

ら
65
才
に
、
介
護
保
険
制

度
を
新
設
な
ど
し
て
、
消

費
税
を
負
担
さ
せ
て
い
な

が
ら
、
社
会
福
祉
・
社
会

保
障
は
悪
化
の
一
途
で
す
。

▼
安
倍
自
公
内
閣
は
、
来

年
の
10
月
か
ら
消
費
税
を

10

％
に
増
税
、
今
度
は

「
義
務
教
育
と
高
等
教
育

の
無
償
化
」
に
あ
て
る
と

い
い
ま
す
。
消
費
税
を
上

げ
ん
で
も
財
源
は
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
引
き
下
げ

た
法
人
税
と
高
額
所
得
者
、

株
配
当
所
得
、
増
額
し
て

き
た
防
衛
費
を
元
に
戻
せ

ば
い
い
こ
と
で
す
。

▼
消
費
税
は
弱
者
い
じ
め

の
税
制
で
す
、
仕
事
や
単

価
、
賃
金
の
減
少
、
労
働

者
の
外
注
化
が
さ
ら
に
す

す
み
ま
す
。
絶
対
に
消
費

税
増
税
を
認
め
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
「
消
費

増
税
以
外
に
も
道
は
あ
る
」

「若者が魅力ある建設業界にしていくぞ」と青年部が決意表明

１
～
３
月
を
準
備
月
間
、

４
月
を
本
月
間
と
し
て
春

の
拡
大
月
間
に
取
り
組
み

ま
す
。
支
部
目
標
は
61
名

で
す
。
今
月
間
も
分
会
ご

と
に
目
標
を
決
め
、
全
分

会
で
達
成
目
指
し
て
行
動

を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
呼
掛
け
で
早
々
に
30
人

が
新
し
く
仲
間
に
な
り
ま

し
た
。
（
１
月
28
日
現
在
）

仕
事
確
保
、
賃
金
引
上

げ
、
重
税
反
対
、
社
会
保

障
充
実
、
な
ど
、
私
た
ち

の
要
求
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
特
に
今
年
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
で
苦
し
ん

で
い
る
多
く
の
仲
間
、
こ

れ
か
ら
増
え
る
で
あ
ろ
う

多
く
の
被
害
者
の
た
め
基

金
設
立
に
む
け
た
運
動
を

大
き
く
前
進
さ
せ
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

和
憲
法
を
守
る
運
動
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
求
実
現
に
は
、
仲
間

を
増
や
す
事
が

重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
知
人

や
近
所
、
現
場

に
未
加
入
の
仲

間
が
い
た
ら
ぜ

ひ
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

野田参議院議員田村衆議院議員仁比参議院議員



２０１８年 ２月１日 あ し ば 第５４１号 （２）

「
９
条
改
憲
NO
３
０
０

０
万
署
名
」
の
宣
伝
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
九
州
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
27

日
は
大
牟
田
・
筑
後
地
区

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
大

牟
田
で
は
午
前
10
時
よ
り

大
牟
田
駅
前
で
、
15
人
の

参
加
で
街
頭
宣
伝
と
署
名

を
う
っ
た
え
ま
し
た
。

い
ま
、
安
倍
政
権
は
、

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り

の
仕
上
げ
と
し
て
、
憲
法

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
改
憲
の
矛
先
は
、
憲

法
９
条
平
和
条
項
で
す
。

戦
争
の
放
棄
、
戦
力
の
不

保
持
、
交
戦
権
の
否
認
を

う
た
っ
た
憲
法
９
条
に
、

自
衛
隊
を
書
き
加
え
て
、

平
和
憲
法
を
空
文
化
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

憲
法
の
改
正
は
、
国
会

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
で
発
議
し
、
国
民
投

票
で
の
過
半
数
の
賛
成
で

実
現
し
ま
す
。
国
民
投
票

法
に
は
、
公
職
選
挙
法
の

よ
う
な
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
CM
規

制
が
な
く
、
資
金
力
の
あ

る
側
が
圧
倒
的
に
有
利
な

運
動
を
展
開
で
き
る
欠
陥

が
あ
り
ま
す
。
共
謀
罪
な

ど
を
活
用
し
た
妨
害

な
ど
権
力
を
か
さ
に

し
た
憲
法
を
守
る
運

動
へ
の
弾
圧
も
強
ま

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
会
発
議
を
さ
せ
な

い
取
り
組
み
が
、
い

ま
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で
も
こ

の
取
組
と
し
て
、

「
９
条
改
憲
NO
！
３

０
０
０
万
人
署
名
」

が
取
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
出
し
て
い

な
い
方
は
必
ず
５
筆

う
め
て
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
月
５
日
午
前

中
に
、
大
牟
田
ゆ

め
タ
ウ
ン
前
の
交

差
点
に
て
、
定
例

の
ア
ス
ベ
ス
ト
街

頭
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
新
年

最
初
の
宣
伝
行
動

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
い
つ
も
よ
り

多
く
の
仲
間
が
参

加
。
総
勢
28
名
で

宣
伝
と
署
名
活
動

に
取
り
組
み
58
筆

の
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

正
月
休
み
が
明

け
て
か
ら
ま
だ
間

も
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
人
通
り
も
多
く
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
足

を
止
め
、
署
名
に
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
な
か
に

は
こ
れ
ま
で
建
設
業
を
し

て
い
た
方
も
い
て
、
「
こ

れ
か
ら
自
分
が
発
症
す
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
不
安

で
す
。
ぜ
ひ
被
害
者
救
済

の
為
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
応
援
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
東
京
高

裁
で
東
京
ル
ー
ト
、
大
阪

高
裁
で
２
つ
の
判
決
と
高

裁
判
決
が
続
き
ま
す
。
早

期
解
決
に
つ
な
げ
る
大
事

な
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
の
２
陣
訴
訟
の
日
程

が
２
月
26
日
に
決
ま
り
ま

し
た
。
大
牟
田
か
ら
も
遺

族
原
告
と
し
て
丸
山
清
子

さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。
当

日
は
、
福
岡
裁
判
所
へ
支

援
行
動
に
行
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
石
原
律
子

原
告
団
副
団

長
】建

設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟

全
国
連
絡
会
が
１
月
８
日

に
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京

で
あ
り
ま
し
た
。
全
国
の

弁
護
団
の
弁
護
士
、
各
地

の
代
表
の
事
務
局
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
の
会
議
で

し
た
。

10
月
24
日
、
27
日
の
ダ

ブ
ル
判
決
勝
訴
の
首
都
圏

の
弁
護
団
か
ら
の
説
明
が

あ
り
、
い
か
に
頑
張
っ
て

闘
っ
て
勝
訴
し
た
の
か
。

ま
た
、
今
年
は
各
地
で
高

裁
の
結
審
を
む
か
え
ま
す
。

全
面
解
決
に
向
か
っ
て
も

弁
護
団
の
方
の
大
変
な
努

力
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

首
都
圏
、
関
西
の
原
告

団
の
皆
さ
ん
、
原
告
本
人

が
判
決
を
ま
た
ず
亡
く
な

る
人
た
ち
が
多
く
遺
族
原

告
も
高
齢
に
な
っ
て
、
集

合
も
な
か
な
か
大
変
み
た

い
で
す
。
早
く
全
面
解
決

に
向
か
っ
て
政
治
の
力
や

世
論
に
訴
え
て
、
国
や
建

材
メ
ー
カ
ー
に
基
金
制
度

創
設
の
実
現
に
向
か
っ
て

全
国
の
皆
さ
ん
と
団
結
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
牟
田
市
の
小
規
模

工
事
登
録
制
度
は
、
有

効
期
限
が
３
年
で
す
。

今
年
は
、
新
た
に
参
加

す
る
方
を
対
象
に
３
月

19

日
（
月
）
～
23

日

（
金
）
の
期
間
に
追
加

受
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
設

業
許
可
や
指
名
願
い
を

だ
さ
ず
と
も
、
一
定
の

技
術
者
で
あ
れ
ば
簡
易

な
登
録
申
請
で
、
小
規

模
な
公
共
工
事
（
１
３

０
万
円
ま
で
）
が
受
注

で
き
る
制
度
で
す
。

毎
年
多
く
の
仕
事
を

仲
間
が
受
注
し
て
い
ま

す
。
登
録
申
請
は
簡
単

で
、
大
牟
田
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
概
略
と
申

請
書
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
組

合
に
も
申
請
用
紙
を
お

い
て
い
ま
す
。
不
明
な

点
は
組
合
ま
で
。

東日本大震災から７年。いまだに福島原発の事故の影響がな

くなりません。そんな状況の中で全国の原発を再稼働させよう

としています。原発反対の市民の集いが築町公園で３月11日に

開催されます。多くの参加者で、原発NOの声をあげましょう。

笑顔で署名の呼掛け

左から河野分会長（山川）、野田青

年部長（山川）、中村分会長（高田）

↓署名をとる坂口分会長（甘木）



高　田

大　和

瀬　高

山　川

田　隈

橘

甘　木

歴木Ａ

歴木Ｂ

船　津

松　原

白　光

勝　立

米生･延命

南　関

荒　尾

2月23日(金)

2月27日(火)

3月　5日(月)

3月　6日(火)

2月21日(水)
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５
日
（
月
）
許
可
青
色
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

６
日
（
火
）
許
可
青
色
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

８
日
（
木
）
許
可
青
色
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

10
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議

県
本
部
会
館

11
日
（
日
）
県
産
対
活
動
者
会
議

県
本
部
会
館

14
日
（
水
）
許
可
青
色
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

16
日
（
金
）
許
可
青
色
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

18
～
19
日

増
改
築
相
談
員
研
修
会

組
合
事
務
所

23
日
（
金
）
分
会
確
定
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

26
日
（
月
）
本
部
４
・
５
役
会
議

組
合
事
務
所

26
日
（
月
）
ア
ス
ベ
ス
ト
街
頭
宣
伝

大
牟
田
駅
前

26
日
（
月
）
ア
ス
ベ
ス
ト
２
陣
訴
訟

福
岡
裁
判
所

27
日
（
火
）
分
会
確
定
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

28
日
（
水
）
本
部
宣
伝
カ
ー
運
行

大
牟
田
管
内

28
日
（
水
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

１
日
（
木
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

２
日
（
金
）
本
部
宣
伝
カ
ー
運
行

支
部
管
内

２
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

５
日
（
月
）
分
会
確
定
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

６
日
（
火
）
分
会
確
定
申
告
相
談
会

組
合
事
務
所

３

月

の

行

事

予

定

２

月

の

行

事

予

定

※上期日程は、指定分会の方を優先します。

※分会指定日に来れなかった方は、下記日程に組合

事務所にて行いますので予約の連絡をお願いします。

待
ち
時
間
を
な
く
す
た
め
に
、
予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
（
10
時
～
19
時
）

必
ず
、
事
前
に
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
（
税
務
署
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
も
の
一
式
）

②
所
得
計
算
書

③
各
種
控
除
証
明
書
な
ど

国
民
健
康
保
険
料
の
金

額
、
国
民
年
金
・
生
命
保

険
、
地
震
保
険
の
証
明
書

な
ど

④
本
人
や
扶
養
家
族
に
収

入
（
バ
イ
ト
代
や
年
金
を

含
め
る
）
が
あ
る
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
収
入
額

が
わ
か
る
も
の

⑤
印

鑑

※
個
人
年
金
の
受
取
り
が

あ
る
方
は
支
払
明
細
等
。

保
険
満
期
金
は
支
払
額
等

が
わ
か
る
ハ
ガ
キ
。
住
宅

取
得
控
除
は
年
末
残
高
証

明
書
（
初
回
の
方
は
税
金

の
手
引
き
参
照
）
。
土
地

家
を
売
っ
た
方
は
、
買
値

・
売
値
・
経
費
。
障
害
や

介
護
度
は
い
く
つ
か
な
ど

が
、
わ
か
る
よ
う
準
備
を

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

国
民
が
税
金
を
負
担
す

る
根
拠
は
日
本
国
憲
法
の

応
能
負
担
の
原
則
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
現
在
、
住

民
税
の
税
率
は
金
持
ち
も

貧
し
い
人
も
一
律
10
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
課

税
に
お
け
る
課
税
最
低
限

の
も
と
に
な
る
基
礎
控
除

は
所
得
税
38
万
円
、
住
民

税
33
万
円
と
あ
ま
り
に
少

額
で
す
。

金
持
ち
や
大
企
業
に
応

分
の
負
担
を
さ
せ
れ
ば
、

消
費
税
を
廃
止
し
、
所
得

税
な
ど
を
減
税
し
て
も
、

十
分
な
社
会
保
障
制
度
を

維
持
で
き
る
こ
と
は
欧
州

の
経
済
状
況
と
比
較
し
て

も
明
ら
か
で
す
。

記
帳
義
務
も
強
ま
り
以

前
は
義
務
で
な
か
っ
た
所

得
３
０
０
万
円
以
下
の
方

も
記
帳
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

記
帳
対
策
と
と
も
に
、

情
勢
を
変
え
て
い
く
た
た

か
い
が
必
要
で
す
。

左
の
日
程
に
て
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

安定した仕事がなく、消費税も８％に増税され私たちは非常に厳しい状

況に追い込まれています。さらに来年10月には消費税率が10％に引きあが

ります。そうなれば、暮らしはますます厳しくなります。今年の集会は上

記の日時で行われます。多くの仲間に参加を呼びかけましょう。

☆大牟田地区

午前9時30分～大牟田文化会館

☆玉名地区

午後1時30分～玉名市民会館

３月 ９日(金) 午前１０時～午後７時

３月１１日(日) 午前１０時～午後４時

３月１２日(月) 午前１０時～午後７時



【
浦

清
美

橘
】

12
月
は
パ
ソ
コ
ン
が
壊

れ
て
プ
リ
ン
タ
ー
も
壊
れ

い
ら
ぬ
出
費
に
ガ
ッ
カ
リ
。

平
成
30
年
は
、
ど
う
か
良

い
年
で
有
り
ま
す
よ
う
に

と
、
初
詣
で
お
祈
り
し
ま

す
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

正
月
５
～
７
日
と
衝
い
た

て
杖
立
温
泉
に
友
達
３
人

で
行
き
ま
し
た
。
ゆ
う
く

り
と
温
泉
に
入
り
楽
し
い

３
日
間
で
し
た
。
今
年
も

ま
た
病
気
、
ケ
ガ
を
し
な

い
様
に
元
気
で
過

ご
す
１
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

２
０
１
８
年
、

新
し
い
年
平
穏
に

過
ご
せ
ま
す
様
に

祈
り
ま
す
。
組
合

員
の
方
々
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
８
年
（
本
年
）
と

２
０
０
７
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

一
緒
で
す
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

お
正
月
も
終
り
も
う
一

月
中
旬
す
ぎ
…
。
仕
事
で

正
月
気
分
も
味
わ
っ
た
よ

う
な
感
じ
も
な
く
新
し
い

年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
年
が
ど
ん
な
年
に
な
る

の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

こ
の
一
年
元
気
で
過
ご
せ

た
ら
、
何
よ
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の

冬
、
カ
ゼ
を
引
か
な
い
様

に
し
た
い
で
す
。

２０１８年 ２月１日 あ し ば 第５４１号 （４）

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。
抽
選

で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

【先月の答】①左端・像の台座の石垣 ②一番左の人・防止

のポンピン ③中央手前の人・ようじの先のたこ焼き ④中

央奥・ビルの高さ ⑤山の雪 ⑥右から３番目・ベンチに座

る人の帽子 ⑦右端・ベンチの脚の長さ

安
倍
政
権
の
も
と
で
特
定
秘

密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の

閣
議
決
定
、
安
保
関
連
法
（
戦

争
法
）
と
世
論
の
反
対
も
無
視

し
て
次
々
に
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
日
本
が
海
外
で
戦
争

が
で
き
る
よ
う
に
憲
法
ま
で
も

改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

仕
事
と
平
和
を
守
る
た
め
に
全

国
各
地
で
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。来

年
10
月
に
は
消
費
税
を
10

％
に
引
上
げ
る
と
も
し
て
い
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
闘
い
も
終

盤
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

集
会
に
参
加
し
て
声
を
あ
げ
、

政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
バ
ス

で
参
加
し
弁
当
も
あ
り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
参
加
く
だ
さ
い
。

２
月
26
日（
月
）
は
九
州
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
２
陣
提
訴
へ
支
援
参
加

の
た
め
事
務
所
を
閉
所
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎年恒例のドーム観戦ツアーを開催します。今

年は、ソフトバンク対広島カープ戦。６月17日

（日）です。参加費は一人2,000円。３･18県民

集会参加者は優先予約を参加者一人につき２人

まで申込みできます。さらに参加者には昼食も

付きます。集会に家族で参加してソフトバンク

を応援をしにいきましょう。

労
働
保
険
の
制
度
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
下
記
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

労
働
保
険
と
は
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
労
災
保
険
の

種
類
は
現
場
に
か
け
る
労

災
、
事
務
所
や
作
業
場
、

工
場
で
の
制
作
に
か
け
る

労
災
な
ど
様
々
で
す
。
適

正
な
種
類
の
保
険
を
適
用

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
保
険
の
適
用
事
業
所
、

一
人
親
方
へ
加
入
し
て
い

る
方
は
必
ず
参
加
下
さ
い
。

※
未
更
新
の
方
は
次
の

物
を
持
参
下
さ
い
。

○
一
人
親
方

・
印
鑑

○
現
場
労
災

・
印
鑑
（
法
人
の
場
合

は
、
会
社
の
印
鑑
）

・
元
請
工
事
が
あ
っ
た

場
合
は
工
事
の
期
間
と

請
負
額
の
報
告
が
必
要

で
す
（
平
成
29
年
４
月

～
30
年
３
月
完
成
分
）

・
元
請
け
が
無
い
場
合

も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

時間：昼２時～ 夜６時30分～
場所：組合事務所

時間：昼２時～ 夜６時30分～
場所：組合事務所


